






要約:秋田県は過疎地域が多く、人口の高齢化が著明で、出生率も極めて低率である。小

児科医も著しく偏在している。したがって、乳幼児健診は小児科医療機関の多い秋田市以

外の多くの市町村では、ほとんどが集団健診方式で実施されている。近年このような市町

村では、子供達の肥満や高脂血症などのいわゆる成人病予備軍の増加が問題となって来て

いる。この様な時代に、過疎地域で現在行なわれている乳幼児健診が、果して実状に則し

ているかどうかを検討するため、秋田県の 1市 10 町村の乳幼児健診の現状を調査した。


